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以上の分析を踏まえ、本論文は 1970 年代に中南米で興り、1980 年代に米英両国で成立
し、1990 年代以降、主要先進国資本主義経済、ポスト共産主義諸国の資本主義化過程、欧
州建設路線に強い影響を及ぼしたのは「自由市場資本主義」（新自由主義）であったとして
いる。そして、主にハーヴェイの「略奪による蓄積」論に依りつつ、自由市場資本主義の
特質を明らかにしたうえで、2008 年のグローバル危機以後、自由市場資本主義は動揺して
いるとしている。その中で、労働・土地・貨幣の商品擬制を除去し、さらに国際協調と平
和を追求する必要を指摘し、本論文の結論としている（終章）。 
